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本
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
た
い

出
前
図
書
館

（
日
野
町
図
書
館
）

（
ホ
ー
ル
と
共
に
歩
む
会
）

出
前

サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

歌
は
町
を
元
気
に
す
る

　

多
く
の
蔵
書
が
並
び
、
ど
こ
か

ら
見
て
い
こ
う
か
と
悩
む
。
大
人

も
子
ど
も
も
わ
く
わ
く
さ
せ
る
。

そ
れ
が
図
書
館
で
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
読
書
の
普
及
推

進
に
力
を
入
れ
る
町
図
書
館
で

は
、
学
校
や
保
育
所
、
地
域
に
出

か
け
て
本
の
紹
介
や
読
み
聞
か
せ

な
ど
、
本
と
の
出
会
い
を
私
た
ち

に
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。

　

『
お
は
な
し
の
で
ま
え
』
と
書

か
れ
た
お
そ
ろ
い
の
エ
プ
ロ
ン
を

を
着
け
、
や
さ
し
い
声
で
参
加
す

る
人
を
本
の
世
界
へ
と
い
ざ
な

う
。

子
ど
も
た
ち
は
、
小
さ
な
絵
本
や

大
き
な
絵
本
、
仕
掛
け
の
あ
る
絵

本
に
釘
づ
け
に
。
大
人
は
懐
か
し

い
本
や
紙
芝
居
に
心
が
わ
く
わ
く

と
き
め
き
ま
す
。

　

「
も
っ
と
、
も
っ
と
多
く
の
人

に
本
に
触
れ
て
ほ
し
い
。
本
は
自

分
の
生
活
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る

も
の
で
す
」
と
今
日
も
出
か
け
ま

す
。

　

図
書
館
を
も
っ
と
身
近
に
。

　

軽
快
な
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ギ

タ
ー
に
合
わ
せ
、
懐
か
し
い
曲
や

流
行
歌
を
口
ず
さ
む
「
う
た
ご
え

喫
茶
」
。
そ
の
曲
を
知
っ
て
い
て

も
、
知
ら
な
く
て
も
会
場
全
体
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
ま
す
。

　

出
前
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
（
う

た
ご
え
喫
茶
）
は
、
主
に
文
化
セ

ン
タ
ー
ホ
ワ
イ
エ
を
会
場
に
、
気

軽
に
参
加
で
き
る
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
い
て
い
る
、
「
ホ
ー
ル
と
共
に

歩
む
会
（
木
島
泰
会
長
）
」が
企
画
。

「
い
つ
も
会
場
は
根
雨
。
多
く
の

町
民
の
皆
さ
ん
に
音
楽
を
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
。
地
域
に
出
か
け

る
こ
と
で
た
く
さ
ん
参
加
し
て
も

ら
え
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う

思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

「
企
画
し
て
も
、
受
け
て
も
ら

え
る
と
こ
ろ
が
な
い
と
実
現
で
き

な
い
」
と
木
島
会
長
。
聞
く
だ
け

で
は
な
く
、
参
加
す
る
楽
し
い
コ

ン
サ
ー
ト
で
す
。

　

『
歌
は
町
を
元
気
に
す
る
』
。
皆

さ
ん
、
開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。
家

路
は
き
っ
と
ス
キ
ッ
プ
で
す
。

誰もが気軽に参加でき、それぞれの楽しみ方がそこにはあります。
皆さん、『会場が一つになれる』って素晴らしいと思いませんか

やさしい声で語りかける。子どもたちは夢中に

仕掛けのある本は楽しい 紙芝居に子どもも大人も釘づけ

飛び入りで演奏も

歌詞をみながら歌う。真剣！

軽快なギターに会場全体が一つになる
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広
が
れ
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
！

　
皆
さ
ん
、
集
ま
っ
て
み
ま
せ
ん
か

●「出前公民館とはいったい何だ」と思ったが、とても楽しい　

ものだった。

●たくさん歌を歌ったのは何年ぶりだっただろうか。楽しかっ　

た。

●テレビで聞いた曲を思い出して歌えた。歌いかけると思い出　

す。良い企画だった。またお願いしたい。

●昔の歌がいっぱいあって良かった。歌は元気になれる。

●声をかけてはいるが集まる人はいつも同じ。私は楽しみにし　

ている。集まって話をすることは楽しい。

●出前の内容によっていろいろな話ができて良い。生活に楽し　

みが増えた。

●地域の若い人や子どもたちと出会う機会がない。集まるとふ　

れあいの場になって良い。

●出前図書館は子どもも楽しみにしている。読む人によって読　

み方が違う。子どもの引き込み方が参考になる。

●出前図書館では、紙芝居が聞けるので楽しみ。いろいろな本　

を紹介されるので、借りたり、買うときの参考になる。

●保健師さんが来ると、相談ごともできる。安心する。

●毎回参加するが、月に何回あってもよい。集まる機会は大切。

会場で、
皆さんの声を
聞きました

日野町図書館
館長　松田　暢子さん
（連絡先：72-1300）

日野町公民館
館長　梅林　敏彦さん
（連絡先：74-0212）

日野町健康福祉センター
センター長
山形　祐子さん
（連絡先：72-1852）

ホールと共に歩む会
代表　木島　泰さん
（連絡先：72-0110）

　図書館職員とボランティ

アで毎月、子育て支援室な

どに「おはなしの出前」に

行っています。年齢に合っ

た季節の絵本やわらべうた

などを届けます。子どもた

ちの生き生きした反応に、

こちらも元気をもらってい

ます。

　地域の公民館などの行事

で、おはなし会や昔なつか

し写真の紹介、じげ自慢の

聞き取りにも出かけます。

気軽にご連絡ください。

　高齢化が進む日野町です

が、この 2 年間の出前公

民館を通じて確信できたこ

とが 3 つあります。

　1 つ目は、「みんなで集

まることは楽しいことだ」。

2 つ目は、「集まることが

多い集落ほど元気だ」。3

つ目は、「集まるためには

ほんのちょっとの世話焼き

が必要だ」。特に 3 つ目は

各集落の人に、ぜひともお

願いしたいことです。公民

館も頑張ります。

　ぽかぽか教室は、地域ぐ

るみの介護予防教室として

開催しています。住み慣れ

た地域で、出来る限り健康

で自立した生活が送れるこ

とを目指しています。

　地域の中で、体操や調理

実習、お話し会に参加して、

交流を続けていきましょ

う。足腰が弱って、どこに

も外出できないようになら

ないために、筋力訓練も大

事です。無理のない運動を

一緒に頑張りましょう。

　私たちの会は、「気軽に

参加できるコンサートを目

指していきたい」と日々活

動しています。こちらから

皆さんの地域に出かけれ

ば、たくさん参加があり、

楽しんでもらえるのではと

企画しました。

　懐かしい「うたごえ喫茶」

を町内に広めたいと考えて

います。大きな声で歌って、

心もスッキリしませんか。

　気軽に声をかけてくださ

い。お待ちしています。

出前図書館 出前公民館

ぽかぽか
教室

出前サロン
コンサート


